
　第１０回目の鎌倉散策は、平成２９年１１月３０日（木）に開催。今回は【鎌倉十三佛巡り】の第３回目です。

前日までは暖かく、本日より冷え込んできたせいかキャンセルがあり総勢７名となりました。

いつもと違う北鎌倉駅集合という事で心配していたとおり鎌倉駅で待っていた方がいたのですが、無事１０時過ぎに出発。

今回のコースは北鎌倉駅から鎌倉駅までの間、昼食休憩無しという強行軍です。

まず、向かったところは六番札所の『浄智寺』です。

　　山門の額に『寳所在近』の文字がありました。

　　『宝物（大切なもの）は自分自身のなかにあるよ』

　　とのありがたい教えです。

　　チルチルミチルの青い鳥と同じですね。

《 浄智寺境内の紅葉 》

　さて、次に向かったのは閻魔様で有名な五番札所の『円応寺』

　このお寺は、十三佛信仰の元となる死後に出会う十王を祀るお寺で、運慶が死んであの世に行った時、閻魔様にもう

一度現世に戻って俺（閻魔様）の顔を彫ってみろと言われたとか言われなかったとか。　名物ガイドの千葉さんの解説

　　です。

　　一行は、鎌倉の紅葉を楽しみながら、

　　そして長丁場にも耐えながら亀ヶ谷坂の

　　切通しを抜けて九番札所の『浄光明寺』

　　へ向かいます。

　亀ヶ谷坂の切通しでは、国土地理院の『標準方位』があったのですが方位磁石で確認すると、真北との差（６°）以上

の誤差があり、これは埋ける時の間違えかも知れません。

　『浄光明寺』では、雨の降っていない木・土・日曜日だけしか拝観できないのですが、今日はラッキーでした。

ご本尊の阿弥陀如来像は、肩や袖などに浮き彫り状の装飾（土紋）は、鎌倉時代のものであり珍しいものです。

　　本日最後は、七番札所の『海蔵寺』ここの池は調整池代わりになっているとか、別名『水のお寺』とも云われています。

　　

　　《 海蔵寺境内の紅葉 》

今年の紅葉はとても綺麗でした　!!

　 　　　腹を空かせた一行は、鎌倉駅前の『鯉之助』で遅い昼食となりました。

　いよいよ次回は【鎌倉十三佛巡り】の最終回（結縁）となります。

　来年の４月下旬に開催予定です。　　乞うご期待 !! 
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